
薬師如来像
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ガッテン
！！

ガッテン
！！訪ねて　　　　　出雲の歴史訪ねて　　　　　出雲の歴史訪ねて　　　　　出雲の歴史

　東林木町にある大寺
薬師は、正式名称を万
福寺といい、推古天皇2
年（594）に智春上人に
よって創建されたと伝えられています。また天平13年（741）には、僧
行基が諸国巡歴に訪れた際当寺に留まって、薬師如来をはじめと
した多くの仏像や、金堂、阿弥陀堂、七重大塔などを建立し、以来
「大寺」と呼ばれるとおり護国の道場として大きく栄えました。
　戦国時代には多くの寺領を失い、廃寺のように荒れていました
が、永禄7年（1564）に極楽寺の心誉
上人によって再興されました。

　江戸時代初めの慶安3年（1650）には大洪水による山崩れのため寺堂や仏像の
多くが破壊、埋没しましたが、残った仏像が現在境内の収蔵庫に安置されています。
　仏像は薬師如来像、日光・月光菩薩像、観音菩薩像２躯、四天王像の計９躯が
あり、いずれも９～１１世紀の作とされる一木造で、国の重要文化財に指定されてい
ます。

　もっと知ってほしい、私たちの暮らす出雲の歴史。隔月で連載する「訪ねてガッテン！！出雲の歴史」
のコーナーでは、市内の遺跡などを巡り、古代ロマンあふれる出雲の魅力を紹介しています。
　第5回目は、国重要文化財 大寺薬師の仏像です。
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期限までに忘れず納めましょう
●市民税課（ＴＥＬ２１－６７０３）●

８月１８日（月）～
９月  １日（月）です。
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vol.5 大寺薬師の仏像
国重要文化財

明治35年
（1902）指定

お お て ら や く し

四天王・持国天像

●おたずね／島根県立古代出雲歴史博物館（☎53－8600）

市県民税第2期、
国民健康保険料第２期、
後期高齢者医療保険料第２期、
介護保険料第３期の納期は

　仏像の見学は鳶巣コミュ
ニティセンター（☎21‒0174）
または大寺薬師奉賛会 太
田さん（☎24‒1549）までご
連絡のうえ、お越しください。

ほうさんかい

まで
見学料：大人500円、
　　　　小中学生200円（ ）


